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第1215回例会 7月 4日（水） 

◎ 慶祝行事 

◎ 新会長挨拶 

◎ 創立記念日 

担当：会長・幹事 

 

第 1214回例会 6月 27日（水） 

◎ 会長・執行部退任挨拶 

担当：会長・幹事 

 

 点 鐘 
 ロータリーソング「それでこそロータリー」 

 

       ≪小森 保敏 会長≫ 
 会長あいさつもいよいよ最後となりました。振り

返ってみますと、あっという間の一年だったような気

がします。会員各位には大変お世話になり感謝の気持

ちでいっぱいでございます。そこで、私の好きな感謝

の言葉をご披露させていただき、あいさつといたしま

す。 

友へ感謝、家族に感謝、そして成長した自分に感謝。 

みんなの支援で、みんなの応援で、みんなの声援で、

ここまでこれた自分に感謝。自分一人で出来るのでは

ない、他人がいてこそ、自分が頑張れる、そんな自分

に感謝。 

人の道には、○まるいときも、『』かど立つときも、

□しかく四面のときもある。されど生きている事に×

ばつは無し、生きている事に意味があり、生きている

だけで価値がある。 

ただ笑っていつでも感謝、感謝･･･。 

これをもちまして、会長あいさつの結びといたしま

す。ありがとうございました。 

 

       ≪出席委員会≫ 

本日のホームクラブ   31／34    93.94％ 

◇ 本日のホームクラブ欠席者2名 
小掠功君・三島隆雄君 

 

 

 

 

 

◇ 次期幹事 ≪国井 会員≫ 

 ８月１８日ガバナー公式訪問と合同例会Ｉ

ＡＭ１１：００受付、ＡＭ１２：００から始ま

出欠席は本日ボックスの方に入れましたので

御願いします。多数の参加を希望します。 

 

◇ ２５周年実行委員長 ≪森本 委員長≫

 先週の例会に御礼を申し上げるのが本当で

都合で遅れまして申し訳ございませんでした

に判断しますと、私なりに成功裏に終える事

と思っております。これも一重に、皆様のお

あったからと、感謝しております。 

 まだ、最終的な締めくくりは会計の仕事と

残っております。会計様には大変御苦労様で

ろしく御願いします。 

 そして、会長が先程挨拶された様に、今日

会であり、本当の２５周年になった日で、記

日ではないかと思っております。ボックスの

終号の会報が入っております。その様な事で

のご協力の元に、めでたく２５周年例会、記

終える事が出来ました事、心から感謝と御礼

げます。本当にありがとうございました。 

 

◇ 会報委員長 ≪谷田 委員≫ 

 ２５周年記念については細部に渡り、進行さ
立派に出来ました事と思っております。会報

本日集合写真を、ボックスの方に入れました

報も２５周年記念報ということもあり、少し

くなりましたが、皆様に御協力頂いたおかげ

したものが出来上がったのではないかと思っ

す。写真もそれぞれの行事の所にスナップ写

入れました。 
 これも、ボックスの方に、入れましたので

渡っているかと思いますが、皆様お忙しい事

すが、少しお時間を取って頂いて、お目通し

す様御願いします。 
 
 
 
 

http://gifukita-rc.com 

□例 会 毎週水曜日 □題 字 小森 保敏 

□会 場 岐阜都ホテル 岐阜市長良福光桃林 2695  

tel 295-5222㈹ 

□事務所 岐阜商工会議所（岐阜市神田町 2）tel 264-9235㈹ 

22000066‐‐22000077  
GGiiffuu  NNoorrtthh  RR..CC..  

□会 長 小森 保敏 

□副会長 岡田 忍 

□幹 事 永瀬 章 

□会報記念誌委員長 谷田

率先しよう 2006-2007年度 国際ロータリーのテーマ R.I.会長 ウィリアム・
№1214 
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2006-2007年度 国際ロータリーのテーマ 

◇ ニコボックス委員会 

＊森本時夫君･･･２５期最終例会、記念式典の成

関し、会員各位に感謝。 

＊小森保敏君･･･一年間、大変お世話になりまし

＊永瀬章君･･･一年間、幹事として皆様のご協力

き、ありがとうございました。先日のゴルフ

会優勝させて頂きありがとうございました。

＊北川忠雄君･･･小森会長以下、役員の方、一年

苦労さんでした。 

＊久世亘君･･･小森会長さん以下、役員の方、御

様でした。 

＊白木昭三君･･･ご苦労様でした。 

＊相宮貞雄君・原尾勝君･･･執行部の皆様、一年

苦労様でした。 

＊片桐順一郎君･･･執行部御苦労様でした。 

＊山口八郎君･･･役員の皆様御苦労様でした。 

＊後藤保君･･･役員さんおつかれ様でした。 

＊長野鉄司君･･･会長、役員さん、一年間御苦労

でした。 

＊笠井琢哉君･･･役員の皆さん、ご苦労様でした

＊安藤紳一郎･･･役員の皆様方本当に御苦労様

た。 

＊河村訓陸君･･･２０年皆出席表彰を頂き、あり

うございました。 

＊神谷良子君･･･一年元気で!! 

＊岡田忍君･･･一年間お世話になりました。 

＊安藤武司君･･･親睦では、松野さんには大変お

になりました。新しく会報でガンバリます。

＊川島明雄君・塚原進君・服部洋一朗 

 

◇ 幹事報告 ≪永瀬 幹事≫ 

 ８月１８日（日）グランドホテルにてＩＭが開

れます。多数の方に参加頂きたいと思いますので

席をよろしく御願いします。 

 

 

◇ 会長退任挨拶 ≪小森 保敏 会長≫ 

 本日ここに大変重責であったはずの会長任務も

パスト会長はじめ、永瀬幹事、岡田副会長、理事役

会員の皆様の力強いご協力、ご支援、ご指導を頂

事に退任出来ます事を深く感謝申し上げます。 

 １年前の就任の挨拶で、２００６～２００７年

Ｉ会長ウィリアムＢ．ボイド氏のテーマは「率先

う」であり、倫理的課題が山積である今日の世界

いて、平和の構築にとって、国家間の協力と違い

する容認が不可欠である。 

 ロータリーは人々が必要としている国際的な協

ボランティア精神の模範を示しています。親睦と

を通じて明るい未来をもたらすために１２０万人

ータリアンが、力を合わせて率先していくのです

 

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公
率先しよう R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
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しました。はたして、１２０万分の１の私はどうだっ

たかと考えてみますと、若干の疑問は残る所ではあり

ます。 

 どこのロータリークラブにおいても、ロータリーの

事を勉強しておられる方がいます。わがクラブでも少

なからずおみえになります。好きこそものの上手なれ、

好きだからこそ上達して知識を得る事が出来ます。そ

の点、私などは勉強嫌いでお恥ずかしい限りです。 

 時々、ロータリーの友に辛口を投稿があり楽しませ

てもらっておりますが、投稿の中に、ロータリーの理

屈を並べるより実践せよ！実践なくして何がロータリ

ーなのか！少しばかりの寄付金や、ボランティアをし

てロータリー風を吹かせて、恥ずかしい等の記事が記

憶に残っています。 

 人には三つの大切な事があります。それは、知る事、

解かる事、解かった事が出来る事であります。知る事

は、勉強したり、人に聞いて知る事が出来る。解かる

事は勉強したり人に聞いて解かるものでもない。一般

的な人や、かなり知識の高い人でも、知っている事に

より解かったものだと錯覚している。私もそうでした。

それが一番恐ろしいことである。又、解かったから出

来るとは別であり実行することはなかなか至難であり

ます。ロータリーの友には、多くの先輩が残してくれ

た素晴らしい言葉がたくさんあります。中でも、私の

好きな言葉に「ロータリーは見えない所に仕事があり、

目立たない所に味がある」を、ご紹介申し上げ、第２

６期の山口会長、小椋副会長、国井幹事のご健康とご

活躍を祈念いたしまして、退任の挨拶といたします。

一年間、本当にありがとうございました。 

 

◇ 幹事退任挨拶 ≪永瀬 章 幹事≫ 

 ２５期という、一年間、小森執行部の幹事を務めさ

せて頂き、誠に有難うございました。思えば、２年前、

次期幹事を引き受け、里美幹事の元、何事も勉強だと

思い、クラブ運営に携ってまいりました。そして、一

年前からは、歴史ある。北Ｒ．Ｃの幹事として、その

重責を担ってまいりました。そして、今日、何かと無

事に最終例会にこぎつくことができたのも、ひとえに

各員各位のご協力、ご理解の賜物だと感謝いたしてお

ります。 

 又、若輩の私を、その風貌からは想像できない小森

会長の繊細であり、気配りのゆき届いた人となり、又、

懷の深い岡田副会長の支えによるものと感謝致してお

ります。 

 一年前、幹事就任の挨拶の中で、現在の我クラブの

おける会員減少をいかにくいとめ、会員の増強を計る

かを皆様と一緒に検討して行きたいと挨拶させて頂き、

執行部なりに各方面へ“声掛”をしてまいりましたが、

その効力もなく、結果的には、今期７名の退会者を出

し、７名の減員となりました。現執行部の力なさ 

 

平か   ③好意と友情を深めるか   ④みんなのためになるかどうか 



2006-2007年度 国際ロータリーのテーマ 

を感じると供に、次期執行部に期待致しておりま

 前任の幹事さんが、退会の挨拶の中「今日、こ

が来るのを待ちに待った」と言われましたが、こ

幹事を務めれば、暫くは、ゆっくりとした時を待

とができた北クラブでした。が、現在は、私は次

会長エレクト、岡田副会長は、次期幹事と又、委

構成に於いても、２～３委員会の掛け持ちという

現状です。 

 来期２６３０地区のガバナー田中さんは、入会

年で、ガバナーの重責を負われます。ガバナーで

１０年以内の方ですから、クラブ会長も、いづれ

０年以内の方々に廻って行くことと思料されます

当クラブも、ここ数年の間に、その様な状況にな

ではないか。又、会長も２回目というような事も

されます。 

 色々、申してまいりましたが、この一年間誠に

うございました。又、今後は、会長エレクト、そし

会長という重責を果たすべく、自身、研賛してま

ますので、どうぞ会員の皆様のより一層のご協力

理解、ご指導を今後とも賜われますようお願い申

げ、退任の挨拶とさせて頂きます。ありがとうご

した。 

 

◇ 副会長挨拶 ≪岡田 忍 副会長≫ 

 一年間、有難うございました。副会長の職は、「

が不在の時、その職の代行を務める」ということ

たが、今期、小森会長におかれましては、体は健

事業も順調という事で、一年間休まれることなく

長の職をお勤め頂きました。お蔭様で、出番も無

無事一年間を過ごせました事、心より感謝申し上

す。 

 私のような者に副会長が務まるのかという不安

っぱいでの始まりだったように覚えています。 

 私の仕事は、例会終了時の挨拶が主でした。卓

の話をお聞きし、ロータリアンらしく最後の締め

るには、どのように話をしたら良いのだろうか。毎

話を聞きながら悩んでおりましたが、一度もまと

閉会の挨拶が出来たことはありませんでした。 

 又、理事会においても、ロータリーを知らない

長というのがどれほどな情けないかを感じさせら

した。ロータリアンとして何を言ったら良いのか

からないまま、理事会への出席で一年間が過ぎて

いました。之も、編に、委員長の経験無しで職を

た事が原因と深く反省しております。 

 このような中で、一年間この席に座っていられ

たことは、小森会長、永瀬幹事、そしてこの北ク

の会員の皆様のご指導のお陰だと感謝申し上げま

 又、創立２５周年の式典のおきましては、土砂

の雨の中での、除幕式、それに続いた記念式典。

お役に立てることは有りませんでしたが、良い思

となっております。森本実行委員長、はじめ皆様

4つのテスト   ①真実かどうか   ②みんなに公
率先しよう R.I.会長 ウィリアム・ボイド氏
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降り

何も

い出

に感

謝申し上げます。 

 この節目の年に、副会長という職に就かせて頂きま

した事は、北ロータリークラブにとっては不幸な事だ

ったかも知れませんが、私にとっては最高の経験をさ

せていただいた年になりました。 

 来期は、親睦の副委員長（次期幹事？）として頑張

らせていただきます。経験豊富な皆様方のご指導を宜

しくお願い致します。一年間有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

閉会の辞 ≪岡田 忍 副会長≫ 

 

点  鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次回例会のご案内 7月 11日（水） 

 

・クラブアッセンブリー（1）事業計画 

 

担当：会長・幹事 

 

 

 

 

 

 

担当／クラブ会報委員会 谷田 育子 
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